「ACCU/MHB共催ワークショップ開催に向けて」
　このACCU/MHB共催ワークショップでは多言語環境での母語・継承語・多言語育成に関する方法を理解すると同時に、参加者が多読教材開発の一端を体験することを目標として掲げた。

　まず、内容重視と自律学習の理解し、スカフォルディングの設定のあり方を考える。内容重視のアプローチは、多言語以上の環境での言語教育でリアルワールドの教育実践や母語学科教育での実践として要請されている。自律学習とは、学習者の動機、計画性、資源の使用法などを社会関係の中に自律的に継続的に築く学習者中心の学習方法であり、多言語以上の環境の中にいる学習者にとっては重要な鍵である。教育者は内容重視と自律学習の間の足場を全体構造を考えつつ構築し、学習者の言語育成と促す存在である。

　次に多読教材開発の前段階として読解ストラテジーの活用は重要な課題のひとつと考えられる。狭義の読解ストラテジーから第二言語の環境や多言語環境を考慮した広義の読解ストラテジーの作業化を行った。これにより、参加者は多読の教材の一歩手前にまで進むことが可能になったように思われる。

　ポスターセッションでは上記の課題などを考慮して多読教材を盛り込みながら、参加者のそれぞれの地域や学習者に合わせて、カリキュラムのプランやら、レッスンプランを発表した。参加者がこの発表後それぞれの地域でリーダー的存在としての役割を果たし、学齢期の子どものための多読教材開発運動を広めてくれることを期待している。

津田和男

ワークショップ準備委員長
［ワークショップの目的と概要］

　母語・継承語・バイリンガル教育研究会（MHB）は、バイリンガル、マルチリンガル育成にまつわる言語的、教育的、心理的、社会的、文化的諸要因の研究に携わる専門家および教育実践者の会である。話しことばだけではなく、読み書きの力を一つ以上の言語で育成するには、子どもの年齢、知的、言語的レベルに応じた多読教材が必要なことは言うまでもないことである。しかし、現実には、社会の主要言語の読み教材はあっても、母語・継承語となると、数の上でもまた内容の面でも貧困を極め、また既存の教材が知的レベルと言語レベルのギャップ、心情面のギャップのため、教師は往々にして自ら教材を作り出さざるを得ない状況にある。バイリテラシー、マルチリテラシーを目指して、母語・継承後・バイリンガル教育に携わる教師が多続教材開発のノウハウを共有し、多続教材開発運動の輪を広げることは重要なことである。

　今回のユネスコアジア文化センター(ACCU)との共催によるワークショップ「学齢期（K-G12）の子どものための多読教材開発ワークショップ」は、アジア・太平洋地域の多言語環境について互いに知見を深めると同時に、子どもたちの健全な読字・読書力獲得のために、多読教材開発に伴う諸問題について議論し、学び合う場を提供することを目的とする。2005年度国際教育交流事業学者・専門家招聘プログラムの一環として、アジア各地から６名の言語教育専門家を招聘、2006年8月20日から26日までの７日間、桜美林大学の新宿第二キャンパスを主会場としてこのワークショップは行われた。
  ACCUの招聘でアジアから参加した専門家は、香港の周広陽（香港理工大学院）、台湾の周愛玲（高雄第一科技大学）、フィリピンのイネス　P. マリャリ（フィリピン日系人会インターナショナルスクール）、マレーシアのアリ　ズバイダー（SMK Convent Klang）、インドネシアの竹村洋美（サラスワティ外国語大学・バリ補習授業校）、そしてタイからは、招聘リソースパーソンとして中町かほる（インターナショナルスクール・バンコク）が加わった。国内から参加した専門家は、講師15名、リソースパーソン４名、一般参加者が46名である。MHBは津田和男を準備委員長として、会場となった桜美林大学教授佐々木倫子理事が事務局を担当した。
　ワークショップは、まず招聘参加者による口頭発表「アジア各国言語教育事情」に始まり、ACCU 訪問、二つの教育機関（啓明学園、New International School）訪問して読書指導・評価の実際を見学、最後に津田和男講師指導のもとに、各自がカリキュラムを選定、ユニットを構築、１授業のレッスンプランを作成して、ポスターセッションに臨み、無事全員発表を終えた。

　期待された成果は、直接的には、母語・継承語育成に関する理解と知見を深めると同時に、参加者が多読教材開発の一端を体験し、今後の教授活動に活かすべく、読書指導に関する基礎的学習をすることであったが、長期的には、参加者が帰国後それぞれの地域でリーダー的存在としての役割を果たし、学齢期の子どものための多読教材開発運動を広めていくことにあった。今回のワークショップでは、アジアからの参加者も国内参加者もいずれも高い資質と豊かな教授経験の持ち主であり、主催者側の期待をはるかに上回る成果をあげることができた。参加者間のネットワークもしっかり築かれ、今後の活躍が期待されるところである。　

［プログラムの流れと活動内容］

　ワークショップでは、多面的にいろいろな企画が組まれていた。1) 招聘

参加者の口頭発表による「アジア各国言語教育事情」、専門講師によるさまざまなトピックの講義（全部で11）、津田講師によるワークショップ（全部で17セッション）、学校訪問、そしてグループまたは個人参加による受講者の発表の場（ポースターセッション）である。以下、開会前夜のリセプションを初めとして、日を追って、プログラムの概要を紹介する。

8/20 (日)午後

レセプション
　8月20日（日）６時半より、MHB主催のささやかなレセプションが新宿ワシントンホテルで行われた。出席者は、ACCUより企画課課長木村正継、企画課主任滝本めぐみ、前企画課の水田愛の3氏、訪問校である啓明学園教諭加藤真一氏、ニューインターナショナルスクール校長ステーブン・パール氏、招聘参加者全員およびMBHから津田和男、佐々木倫子、中島和子、ワークショップ準備に当たった白頭宏美が出席。
8/21（月）午前
　「アジア各国言語教育事情」
　アジア６カ国から招聘された受講者によって、それぞれの国における言語教育政策、学校教育における言語教育の実態、母語・継承語教育への取り組み、また受講者自身の言語教育への関わりについての口頭発表があった。詳しくは資料７ページから52ページ参照。
  1）「香港における言語教育に関する報告」周宏陽

　香港の基本的な言語政策は、「２文（北京語と英語）３言語（広東語、北京語、英語）」であり、1980年に母語教育強化の方針が導入されたが、生活言語としては広東語、学習言語としては北京語と英語が優先され、学校教育の中にそれ以外の言語（母語）が入り込む余地がないのが現状である。

　周さんは、これまでのコンピュータ・プログラミングの専門に加えて日本語教育分野で今夏香港理工大学大学院から修士号を取得し、今秋から中文大学と香港大学の日本研究学科で講師をすることになっている。

  2）「母語教育と台湾」黄愛玲

　歴史的に台湾の言語（「国語」政策は、日本植民地時代は日本語、国民党政府のもとでは北京語と、政治的意図のもとに導入され、2000年代から台湾の多言語性を見直す政策がとられるようになったが、実際問題としては、教師・教材不足、地域格差や、国際語としての英語重視に押されてなかなかうまく行かない。一方、日本人との国際結婚が増え、家庭日本語使用の学習者が大学の日本語コースに混じるようになり
継承語学習者特有の問題が浮上している。

　黄愛玲さんは、高雄第一科技大学応用日語系助教授である。
3）「フィリピンの教育制度と言語政策の歴史」イネス　P. マリャリ

　120以上の方言を擁するフィリピンは、1974年から二言語政策（英語とフィリピン語）をとっている。学校の学習言語は3年から英語のみ、1,2年は英語とフィリピン語の二言語使用、方言の補助的使用を奨励しているが、外国語での学習を強いられる非タガログ語児童生徒の教育上の不利は否めない。Smolicz(2002)やGonzales(1999,2003)の研究でも読み書き導入における母語使用の重要性が実証されている。ただ英語に対する社会的・経済的要請は根強く、政府・経済界の支持のもと、多言語価値に基づいた社会の統合が必要とされている。

　イネス　P. マリャリさんは、フィリピン日系人会インターナショナルスクールの専任職員である。

4）「マレーシアの言語教育」ズバイダー・ビンチ・アリ
   国語はマレー語であるが、国民だれでもが少なくとも２言語を話すという。これは学校教育がもたらしたもので、多様な言語（People’s Own Languages）のサバイバルを可能にするように学校の使用言語も定められている。マレーシアには国民学校(National School)と国民系学校（National Type School）があるが、前者の学習言語はマレー語、後者はタミール語または中国語である。マレー語は必修、その他の言語も選択科目として学習可能。しかし、継承民族語は時間的制約がある上に学習者のモティベーションが低い。早期読み教育に力を入れている。

　ズバイダー・ビンチ・アリさんはMinistry of Education (Curriculum Department Centre)で日本語カリキュラム・教科書を開発、現在は高校の日本語教師。

5）「インドネシアの言語教育事情」竹村洋美

　異なる宗教、多民族、数多くの言語を内包するインドネシアは、「多様性の中の統一」をモットーとしている。憲法（1945）でインドネシア語を国語と定めたが、地方言語もインドネシア文化の一部と見なしている。インドネシア語は学習言語であるが、生活言語は地方語というケースが多い。その他の言語も選択科目として学習可能であるが、国語が普及し、地方語（母語・継承語）の衰退が目立つ。観光産業との関係で日本語教育が盛ん。バリ補習授業校は現地定住が増え、北米と同じ悩みを抱えている。

　竹村さんはサラスワティ外国語大学非常勤講師、バリ補習授業校には保護者役員として関わっている。

6）「タイ王国言語教育事情」中町かほる
　タイ語は４つの方言に分かれ、多くの民族集団がいるが、政府の「タイ人形成」を目指す国民統合政策により、タイ語が国語として、学校言語となっている。1990年以降従来の同化政策が緩和、少数民族の言語・文化の多様性が尊重されるようになり、南部タイでマレー語やアラビア語の科目やムスリムに関する教科が設けられたりしている。「人格形成・福眼的思考力養成と就職率向上のため、小学校１年生から英語が必修（1996）。

　中町さんは、インターナショナルスクール・バンコック高等部教諭、国際バカロレア日本語プログラム担当。

8/21（月）午後
　講義1「日本の言語教育の現状」　
　日本の言語教育の現状を、多数派の日本語話者への外国語教育と、新来移民および、旧来移民の継承語保持教育にわけて、概観した。前者に関しては、英語熱が一見高いようにみえるが小学校では必修でもなく、第２外国語も大学でしか教えず、総じて外国語教育にかける時間も少ない。後者については、ニーズと問題は大きく、新来市民の進路を確保するバイリンガル教育はまだできていない。継承語教育は教育内容の独自性確保のため、各種学校に留まる民族学校も多い。

　講義2「母語＿継承語とは？—教材との関連からー」
「母語・継承語とは何か」を考えるにあたり、2人の国内、2人の海外の子どもの事例を挙げ、母語・継承語、第二言語、外国語の視点から、その子どもたちの言語状況を整理した。複数言語主義に立つ言語教育モデルを図示し、バイリンガル教育の持つ複雑さを指摘した。その上で、それぞれの子どもの言語能力の育成環境、特に、読解力につながるリソース環境を採りあげた。最後に、教材化の観点から、その留意点、教材の多様性、マルチ能力と読解能力との関係、「読み」活動の多様性の諸点に言及した。
　ワークショップ・セッション＃１−３

　このワークショップの参加者は他の日本語教育関係のワークショップの参加者よりも多様性をもっているので、ハンズオンのような取り組みは効果を発揮した。参加者は多言語環境における語学教育に携わる者であるという意識が共有化されていったと思われる。多言語環境での言語教育が内容重視である点とその活動の様々な活動形態を理解し自分の現在の授業体系はどこに位置し、今回のポスターセッションで内容重視を中心に教室活動が位置付けられることがそれぞれのグループで理解できる端緒を把握し始めていた。ポスターセッションに向けてどのようなプロジェクトを組めばいいかのイメージを初日の段階で把握してもらうことがある程度できたと思われる。
8/22（月）午前

　ワークショップ・セッション＃4−7
　年少者の教育における内容重視と自律学習とスカフォルディングの関連は今回のワークショップではカリキュラム作りの重要なポイントであった。米国のスタンダードやインターナショナルバカロレア（IB）やACTFLの語学教育の新しいあり方を説明する。とくに伝統的な翻訳、文法、文型積み上げ的なボトムアップ方式から全体的内容重視の方向のトップダウン方式との認識のあり方を見つめ直した。世界のグローバル化でIBでは継承語の存在の認定を行っていることである。そして、読解に絞ると、テキストタイプとオーディエンスの設定による幅広いリーディングの可能性を目指している。この段階で多読教材への一つの可能性がワークショップとして考えられるようになりはじめた。
8/22（月）午後
　ACCU訪問・ライブラリー見学
　ユネスコアジア文化センター(ACCU)と同じ敷地内にある日本出版クラブ会館に集合。佐藤國雄理事のご挨拶のあと、滝本めぐみ企画課主任より「ACCUと読書」と題して出版事業、識字教育、絵本の開発についてのお話を伺い、ビデオを見る。ついで、二つのグループに分かれて、会場で展示刊行物を閲覧したり、ライブラリーでアジア地域ユネスコ加盟国の子どものための刊行物や各国の教科書の説明を聞き、閲覧を行ったりした。

　ACCU/日本出版クラブ会館　東京都新宿袋町６　

　　　　　　　　　　　
　講義3「日本語教育　パラグラフライティングプロジェクト」島野雅俊

　アメリカ合衆国のセントポールズ校やニューヨーク国連学校などの日本語教育現場で実践され教材として開発された、パラグラフ・ライティングのテキストを紹介。プロジェクト型の言語教育が、どのように多読教材と書くことを組み込んですすめていくのかを例示した。

　講義4 「ニューヨーク継承日本語教育　多読プログラム」　大山全代

　多読指導が、日本の国語教育、英語教育、日本語教育の中でどのように理解され、実践されているのかをまず整理。その上で、継承語としての日本語学習者には、なかなか自然習得が難しい読みのスキルを、多読と教師の援助（guided reading）を組み合わせることによって推進しようという提案。読みの教材に、質問カードや読解ストラテジーのひとつであるストーリーマップを作るためのシートなど、サンプル提示もあった。
8/23（水）午前
　啓明学園訪問
　帰国児童生徒、および、移民や国際結婚家庭で育つ子どもたちを積極的に受け入れていることで有名な啓明学園を訪問し、「国際生」クラスの指導にあたっておられる３人の先生から話を聞いた。実際の教材、机の配置、子どもの写真や作文など、教室の中をみせていただくことで、教育活動の中身をより理解することができた。国際教育を推進しようとした創設者の意図が学校の施設、設備などにも感じられ、都心からは遠かったが、訪問しなければ分からない部分を理解することができた。
　学校法人啓明学園　東京都昭島市拝島町5-11-15
  講義5「日本語初級六年生児童のための読み教材作りの試み」島田かおる
  総児童生徒数の半数が、帰国児童生徒、および、移民や国際結婚家庭で育つ、多言語環境にある子どもであることをまず確認。その上で、小学校段階での指導のやり方を紹介。個々の日本語能力が非常に多様なので、マルチレベルに対応する個別指導の実践を紹介。特に高学年で発生する言語能力と認知能力のギャップを埋めるため、オリジナルの読み教材や、リライト教材を作ることやその利用について説明。

　講義6 「中学・高校の日本語コースにおける読み教材」加藤真一


　中学・高校生を担当する加藤講師からは、先の島田先生と同様に、「日本語」を学びたいという意欲を育てることに留意し、生徒の既知の体験や関心の深いものを教材化して、個別指導をする実践を紹介。内容の適切さの他にも、文章の比較的短いもの、語彙の易しいもの、文章構成が簡単なものといった基準で配慮した教材を実際に教室で見ることができた。

　講義7 「中学・高校の帰国生コースにおける読み教材」山下一枝 

　中学・高校生を担当する山下講師からは、加藤講師に引き続いて、教材の選択の仕方、リライトの工夫、作文を書かせる時の援助（scaffolding）の実際のやり方などを紹介。生徒は自分の属するホームルーム以外に、国際クラスの時間割りをもち、それにしたがって国際クラスの教室にやってくる。一人一人のレターボックスとその中に配置された教材が、指導のきめ細かさを物語っていた。

8/23（水）午後

　ワークショップ・セッション＃8−11
　テキストタイプとオーディエンスを了解した時点で、この三日の地点で認識の地平の確認作業として参加者にトップテンリストを作成してもらった。読解ストラテジーの課題を解決するまえに、ゲーム性を帯びた読解リレーゲームを紹介するとにした。　前日の講演にもあったパラグラフライティングによるスカフルディングの例と多読教材開発におけるガイデッドリーディングのあり方は読解と書記との関連があるということである。
8/24（木）午前

　ワークショップ・セッション＃9−16
　読解ストラテジーの活用は読解作業の中で現在一番重要な課題とされている。読解作業は狭義の読解ストラテジーから広義の読解ストラテジーへと踏み出し、L１の環境だけでなく、L２の環境や多言語環境を考慮した広義の読解ストラテジーの作業化を行った。これで参加者は多読の教材の一歩手前にまで進むことが可能になったように思われる。次に、ユニットオーガナイザーによるビックピクチャーの作成のためのエッセンシャル・クエスチョンとアセスメントタスクを設定して、意味のある内容の充実した学習を形成させる。これによって多読教材のコントロールも含むポスターセッションを可能にすることが容易になったように思える。
8/24（木）午後

　ニュー・インターナショナル・スクール（NewIS）訪問
　２時に集合。パール校長の挨拶の後、日本語プログラム主任の木村美佳教諭から、マルチエイジ教育理論に基づく４つの多年齢学級編成（3-4歳、5-7歳、8-10歳、11-12歳、13-14歳）、英語話者教師と日本語話者教師による主要教科のチームティーチング（両言語を学習言語として使用）、Guided Readingの教材とその評価の話があり、ついで各学級担当教諭がそれぞれのレベルについて説明した。つぎに四つのグループに分かれて各学級を見学した。
  New International School 東京都豊島区南池袋3-18-32
　講義8「多言語環境の子どものことばの発達と読字・読書教育」

   一つ以上のことばで読み書きの力を育成する場合の２言語間の関係について４つの問題を取り上げた。1) 二つの表記法を同時に習得することの問題点、2) 二つの読みの力は相互に関係するか、3) 自然的転移の条件、4) 人為的転移促進の可能性。カミンズの言語能力３面分析（会話の流暢度、弁別的言語力、学習言語力）と転移の５領域を踏まえ、社会的価値付けと教育的サポートによって転移促進の可能性が異なることを指摘、さらに２言語読み書き力育成のこれまでの研究例とその課題について述べた。

8/25（金）午前・午後
ワークショップ・セッション＃17
　発表は必ず一人で責任を持ってユニットを形成して発表する。すなわち、各国、各地域に帰った時は一人であり、一人として責任を持たなくてはならないこと、一方、ネットワークの形成によって助け合う自助グループの形成の必要性はあるので、グループによって活動することを奨励した。 
グループ活動
　ワークショップの参加者はすでに4つ程のグループになっていた。まずは、アジア４カ国を中心にする多言語環境における日本語教育でのプロジェクトであり、つぎはアジア・大平洋4カ国を中心とする多言語環境での日本語継承語教育のプロジェクトであり、それから、日本における多言語環境での各国の母語継承語と日本語教育のプロジェクトであり、海外からの帰国日本人子女の獲得言語維持のプロジェクトである。
8/26（土）午前

ポースターセッション
　ポースターセッションは二つのグループに分かれて約1時間をかけて8人ほどでセッションを持った。20人弱の観客に対し、行うことになった。観客はそれぞれのセッションを回って発表を聞いたり質問したりした。そして、次にグループを交代して発表が続いた。
修了証書授与式
  発表のためのポスターがはりめぐらされた教室で、ワークショップ修了証書授与式が行われた。まずMHBを代表して中島和子会長の挨拶があり、ついでアジア６か国

の招聘者それぞれに、ついで全課程すべてに参加した国内受講者５名（アリスメリー・イッチョン、菊池寛子、櫻井千穂、高橋悦子、Joy Watson）に修了証書が手渡された。

8/26（土）午後
大会概要
　本大会では、読みの指導をテーマとし、歴史の長い日本国内のイマージョン教育実践校２つ（英語イマージョンの加藤学園と朝鮮学校のうち京都第３初級学校）の教師を招聘し、低学年のリテラシー教育についてそのノウハウを紹介してもらった。さらに、学校ではなく、課外での多読支援の実践から、国際児童文庫協会の役割と活動についての分析発表を聞き、３種類の読みに対するアプローチを比較検討する機会を得た。

発表1 「Teaching reading in an English immersion school: Katoh Gakuen Grades 1-3」  Pat Ｃｏｓｓｅｙ　
  英語イマージョンの加藤学園で１年の英語を担当しているPat Cossey氏から、１〜３年生のリテラシー教育について加藤学園の教育システムを紹介してもらった。繰り返しのある予測可能な本から使用し始め、グループ、ペア、先生との共同作業など、様々な援助（scaffolding）の工夫について解説。音と文字の関係について、また、種々の読み物など具体的な教材の紹介もあった。

発表２「朝鮮語イマージョンにおける読みの指導・京都朝鮮第３初級学校1-3年」趙弘子

　朝鮮学校のうち京都第３初級学校１年の英語を担当している趙弘子氏から、１〜３年生のリテラシー教育について朝鮮学校の教育方法を紹介してもらった。幼稚園でのイマージョン教育を経ずに小学校から始める子どももいることから、１年生は音声での朝鮮語とハングル文字や音素への慣れを中心にし、２年生から本格的な読みの指導に入る。

発表３ 「国際児童文庫協会の役割と活動−バイリテラシーの実践を目指してー」ワトソン・ジョイ 
　自発的自由読書支援の実践から、国際児童文庫協会の役割と活動について、その歴史、意義、広がり、利用者数のデータ、利用した受益者１ケースについての利用およびその影響についての報告を得た。少数言語の文庫が育ちにくい理由についての指摘があり、母語話者用に母国で発刊された本の利用に留まることの限界なども議論された。
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